
八街市障がい者基本計画・第 6期八街市障がい福祉計画・

第 2期八街市障がい児福祉計画（案）に対する意見
対応項目

Ａ：意見を受けて加筆・修正したもの

Ｂ：案に意見の考え方が概ね含まれていたもの

Ｃ：案に意見の考え方が一部含まれていたもの

Ｄ：案に意見の考え方を反映・修正しなかったもの

Ｅ：その他の意見

番

号

分類 意見の要旨 対応 市の考え方

１ 第２編

八街市障が

い者基本計

画

第１章

ふれあいの

まちづくり

２

地域福祉活

動の促進

Ｐ２７〔施策内容〕

②ボランティアの育成

活動の場の確保

「ボランティア団体への優先的な

受付」とあるが、第 6期計画から

の取り組みでしょうか。確実な運

用を要望します。

理由

現時点では、一般が優先されてる。

先日、公民館窓口で、一般受付が

始まったあとで、来てほしいと言

われた。

Ａ ボランティア団体の活動場所支

援として、中央公民館等の市が管

理する施設の優先的な予約受付

は、前計画からの継続した施策で

あり、社会福祉協議会と連携して

実施しています。引き続き確実な

運用に努めます。

なお、関連がわかるよう下記のと

おり加筆します。

（加筆部分：施策欄 担当課）

中央公民館

２ 第２編

八街市障が

い者基本計

画

第２章

であいのま

ちづくり

１

保育・教育・

学習の充実

障害者基本法を基に、八街市障が

い者基本計画が策定され、ノーマ

ライゼーションを理念にして、地

域共生社会の実現を目指している

のに、なぜ、同じ学級でともに学

ぶインクルーシブ教育ではなく、

その逆の流れをいく特別支援教育

に力を入れているのかわかりませ

ん。

理由

障害者基本法ではノーマライゼー

ション（障害のある人も家庭や地

域において、普通の生活を送るこ

とができるような社会づくり）の

理念に基づいて（Ｐ１）、八街市障

がい者基本計画が策定され（Ｐ

１）、その中に、地域共生社会（地

Ｄ 本市の特別支援教育は、本市のす

べての児童・生徒が、安心して学

習し、毎日元気に学校へ通うことが

できるようにすることを目指して、

日々取り組んでいます。その中、学

校では、黒板で使うチョークの色を

見えやすい色にしたり、座席の位置

を工夫し友達の声を聞き取りやす

くしたり、バスケットボールなどの

ルールを誰もが楽しめるよう変更

したりするなど、ユニバーサルデザ

インの視点を取り入れ、障がいを持

った児童・生徒も一緒に学べるよう

工夫された教育活動が、日々行われ

ています。特別支援学級では、学習

進度を緩やかに設定したり、コミュ

ニケーション能力を育成する学習



域のあらゆる住民が「支え手」と

「受け手」に分かれることなく、

ともに暮らす社会）の実現に向け

て取り組む（Ｐ５５）、またインク

ルージョンを推進する（Ｐ８２）

と書かれています。

障害者とともに生活するのが普通

であるなら、障害者のいない学級

は普通学級とは言えないと思いま

す。つまり普通学級はあらゆる子

どもたちが学びをともにするとこ

ろです。

それなのに、特別支援学級を増や

すようになったのです（Ｐ２９

～）。「あの子がいると授業が遅れ

る」とか「担任がたいへん」また

「うちの子は普通学級ではやって

いけない。」「からかわれるのでは」

などという保護者からの不安の声

に共感するがごとく・・・「一人一

人のニーズに応じた教育」（Ｐ１１

９）と言いながら、実は子どもた

ちを分けてバラバラにしているの

です。教育とは本来、一人一人の

ものであるのに。

その子を特別支援学級に入れるの

ではなく、普通学級の体制を変え

れば、例えば、複数の教員が担当

すれば「あの子がいるから」とは

ならないと思います。特別教育支

援員ではなく普通学級を担当する

教員を増やしてください。クラス

の中で、子ども、保護者、教員が

枠からはみだす障害や個性を認め

合い、折り合いをつけたり、助け

あったりするなかで、関係性を育

てていくことが、地域共生社会に

つながるのではないでしょうか。

学校で分けられて、社会に出て「共

生」「多様性」が大事といわれても、

障害のある子どもともに過ごした

経験がなければ、どうすればよい

かわかりません。

特別支援教育を認めるということ

は、私たち障害者も「特別」とし

て、地域社会から外されるという

を取り入れたりするなど、特別支援

学級を活用する児童・生徒の障害特

性に応じた支援を行っています。

今後も、児童・生徒、一人ひとりの

教育的ニーズを捉え、通常学級、特

別支援学級、通級指導教室、適応指

導教室など、通学する場所や方法に

こだわらず、児童・生徒が最も自分

らしく、生き生きと学ぶことができ

る環境を、本人の想いを中心に、保

護者や教員、スクールカウンセラ

ー、特別支援コーディネーターが連

携し、より本人に適した環境を選択

することができるよう支援してい

きます。



ことと同じです。本来、一人一人

が特別なのに。ハンセン病患者を

隔離したり、障害者に不妊手術を

強要したことが、脳裏をよぎりま

す。

「普通学級と交流すればいい。」と

言われますが、給食やイベントな

ど限られたものになってしまう

し、あるときは普通学級へといっ

ても、普通学級の子も特別支援学

級の子も複雑な気分になるでしょ

う。

以上から、特別支援教育は八街市

基本計画の理念・目標に合ってい

るとは思えないのです。

３ 第２編

八街市障が

い者基本計

画

第５章

ひらかれた

まちづくり

１

生活環境の

整備

P５０ ①福祉のまちづくりの推

進

バリアフリーの推進

・段差などの物質的なバリア以外

にも触れてほしい。｢こころのバリ

アフリー｣など。（P５５④にも関連

する。）

理由

八街市総合計画２０１５後期基本

計画 NO．１４１バリアフリーの推

進を参照。

バリア（障壁）は、物質的なもの

だけでなく目に見えないものも多

い。

Ａ 下記のとおり修正・加筆します。

（修正 Ｐ５０ バリアフリー

の推進 内容）

市内の公共施設についてのバリ

アフリーや安全性の確保を図る

とともに、障がいのある人や高齢

者などへの理解を深め、支えあう

｢心のバリアフリー｣についても

推進します。

（加筆 資料編 用語集）

■バリアフリー

障がいのある人や高齢者だけで

はなく、あらゆる人が社会に参

加・生活をしていくうえで、生活

のなかで不便を感じる障壁（バリ

ア）をなくすこと。

バリアには、

①公共交通機関、道路、建物など

において段差や狭い道路などの

物理的なバリア

②社会のルールや制度により、学

校や就職の際に障がいを理由に

受験や免許の付与の制限をする

制度的なバリア

③情報の伝え方が不十分で、必要

な情報が平等に得られない文化

情報面でのバリア



④障がいのある人や高齢者など

に対する理解不足からくる心の

バリアの４つがあります。

----------------------------

なお、関連するものとして、

Ｐ２１｢小中学校での福祉教育の

充実｣での取り組み内容は、下記

のとおりです。

・県立特別支援学校の児童・生徒

との居住地交流で、年２～３回、

ボッチャやミニゲームをして交

流を深めています。

・難聴の児童が在籍する学校で

は、聾学校の先生や、難聴児自ら

が、自分の障がいについて説明す

る学習を行っています。

・上記の２校とも、毎年継続的に

行うことで、特別支援学校の友達

が成長していく姿が見られたり、

年齢に応じた障がい理解の機会

が得られたりしています。

・総合的な学習の時間｢バリアフ

リーについて学ぼう｣などこれら

の学習では、年間を通して、様々

な障がいについて、八街市社会福

祉協議会の協力のもと、障がいを

持った方やボランティアとして

障がい者に関わっている方など

を学校に招いて、講演をしていた

だいたり、車いす体験や、老人体

験、難聴体験など様々な体験活動

をすることで、障がいに対する理

解を深めています。

・国語科｢くらしと絵文字｣太田幸

夫著小学校３年生（下）の題材で、

障がい者理解をするとともに、ユ

ニバーサルデザインについて学

んでいます。このように、学校で

は様々な機会を設け、継続的に障

がい者理解に関する丁寧な指導

を実施しています。



４ 第３編

八街市障が

い 福 祉 計

画・八街市障

がい児福祉

計画

第５章

地域生活支

援事業

１

各年度にお

ける事業ご

との見込量

及び実施に

関する考え

方

障がい福祉課に、手話通訳者が設置さ

れています（Ｐ８４～８５）。要約筆

記者も設置してください。

理由

１ 聴覚に障害を持つ方は、手話を

母語とする方より日本語を母語にし

ている方の方が人数的に多いです。 
２ 筆談では、主語が文字で明確に示

されないので「誰が誰に対しての発言

なのか」「どの問題に対する返答なの

か」など分からないケースがありま

す。

３ 要約筆記者は、上記２に関しては

多様なニーズに対応する必要な知識

及び技術を習得しています。

４ 要約筆記者の設置により、聴覚障

害者とその家族、市民への支援や情報

提供、また関係機関との連絡調整がス

ムーズになります。

５ 要約筆記者の設置は、聴覚障害者

だけでなく、文字で表記した方がわか

りやすい方（誤解の解消）にも有効で

す。

Ｄ 要約筆記者については、現在、派

遣事業での対応をしており、市役

所内の設置については、現時点で

は予定がございませんが、市の公

共施設の窓口に耳マークを掲示

し、対応する職員が会話を紙に文

字で書いたりするなど、一人ひと

りのニーズにあった方法でのコ

ミュニケーションに努めていま

す。引き続き聞こえづらい方等が

窓口で困ることがないよう職員

はより一層の丁寧な対応を心が

けていきますのでご理解をお願

いします。

５ 第３編

八街市障が

い 福 祉 計

画・八街市障

がい児福祉

計画

第５章

地域生活支

援事業

２

サービス見

込量・見込量

確保のため

の方策

P８６ 意思疎通支援事業

①事業概要の説明を入れた上で、

派遣事業・見込みについて記載し

てほしい。

理由

派遣事業、支援者養成の説明だけ

で、事業内容の説明が不足してい

る。このままだと、対象は聴覚障

害者、失語症者のみに思われる。

ほかに視覚障害者、盲ろう者も対

象である。

また、新しく失語症者が事業の対

象に加わったことも明記し、誤解

のないように整理して記載を要望

します。

Ａ ①下記のとおり加筆します。

（加筆部分：P８６サービス見込

量・見込量確保のための方策

（３）意思疎通支援事業 ）

聴覚、言語機能、音声機能、視覚、

失語、知的、発達、高次脳機能、

重度の身体などの障がいや難病

のため、意思疎通を図ることに支

障がある障がい者等に、意思疎通

を支援する手話通訳者、要約筆記

者等の派遣等を行い、意思疎通の

円滑化を図ることを目的とした

事業です。

手話通訳者や・・・・引き続き実

施します。

なお、失語症者を対象とした、失

語症者向け意思疎通支援者派遣



②巻末の用語解説に｢失語症｣を追

加してほしい。

理由

失語症への理解促進。

事業に新たに取り組みます。

（加筆 資料編 用語集）

■意思疎通支援事業

地域生活支援事業の市町村必

須事業の１つ。

聴覚、言語機能、音声機能、視覚、

失語、知的、発達、高次脳機能、

重度の身体などの障がいや難病

のため、意思疎通を図ることに支

障がある障がい者等に、意思疎通

を支援する手話通訳者、要約筆記

者等の派遣等を行い、意思疎通の

円滑化を図ることを目的として

いる事業。

②下記のとおり加筆します。

（加筆 資料編 用語集）

■失語症

脳血管疾患や交通事故等の頭

部外傷による脳の損傷によって

言葉を操る脳の領域が損傷し、話

すことのみならず、聞いて理解す

ること、書くこと、読むことが困

難となり、症状や重症度は人によ

って異なる。

６ 第４編

計画の円滑

な推進に向

けて

第１章

円滑なサー

ビス提供体

制の確立

２

情報提供体

制の充実

障害は、見てわかる人、わからな

い人さまざまです。そして、ある

程度まで障害になると障害者手帳

がもらえる。でも、自分ができな

い事、困っている事で、行政にお

願いしたくても、手帳がないとだ

めだと言われてしまう人もいる。

一般の人とは、同じことができな

くて困っているのに。介護保険の

ように、介護Ⅱとかあたいしなく

ても、要介護、要支援があった。

手帳がすべてと考えるのではな

く、人それぞれ障害のどあいが違

うので、手帳をもっていれば半額

だったり、割引、もっていなくて

も自己負担だけど活用できるな

ど、同じく手助けしてほしい。

Ｃ 各種割引や一部の手当など手帳

所持が条件となる制度はござい

ますが、障害福祉サービスにおい

ては、障害者手帳の有無に関わら

ず自立支援医療受給者証所持者

や難病等患者も対象としており、

児童では、特別支援学級在籍者等

を対象としています。また、手話

通訳、要約筆記者の派遣は、障害

者手帳の有無に関わらず、聞こえ

の状況に応じ派遣の対象として

います。

その他、内部障がいや難病の人な

ど外見からは支援や配慮を必要

としていることが分からない人

への支援として、計画では、

P９２｢円滑なサービス提供体制



理由

聞こえない人、聞きにくい人など、

困っていることは同じなのに、手

帳がある・なしで決められてしま

ったことがあった。八街の場合は、

手帳がある・なしにかからずに変

わったと思いますが。障害もって

いる人、まだ障害といえない人に

対してのかかわりあいについて。

（すべての人）

の確立｣２情報提供体制の充実

（１）情報提供の充実において、

｢ヘルプカード｣｢ヘルプマーク｣

について記述していますのでご

理解をお願いします。


